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来
春
の
統
一
地
方
選
挙
は
、
12
年
に
1
度
参
議
院
選
挙
と
同
じ
年
に
実
施
さ
れ
、
来

年
の
4
月
8
日
投
票
の
予
定
で
あ
る
。
一
九
四
七
年
に
初
め
て
実
施
さ
れ
て
か
ら
16
回

目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
京
都
府
会
・
京
都
市
会
の
候
補
予
定
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
、

最
近
、
町
の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
以
前
の
よ
う
に
候
補
者
の

乱
立
は
な
く
、
ど
の
選
挙
区
も
少
数
精
鋭
の
厳
し
い
選
挙
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
中
で
府
会
・
市
会
と
も
に
多
く
の
ベ
テ
ラ
ン
議
員
が
引
退
を
表
明
。
京
都
府
会
で
は
、

10
期
務
め
た
高
山
寛（
東
山
区
）、
現
議
長
の
酒
井
国
生（
亀
岡
市
）、
京
都
市
会
で
は
、

団
長
の
中
村
安
良（
西
京
区
）、
最
年
長
の
青
木
善
男（
左
京
区
）、
政
策
マ
ン
国
枝
克
一

郎（
上
京
区
）の
各
氏
ら
が
後
進
に
道
を
譲
る
。
そ
れ
ぞ
れ
か
っ
て
の
蜷
川
共
産
府
政
全

盛
期
に
地
方
議
会
に
進
出
、
共
産
党
と
激
し
く
戦
っ
て
き
た
数
少
な
い
生
き
残
り
の
人

達
で
あ
る
。
京
都
政
界
の
転
換
期
を
感
じ
さ
せ
る
来
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
あ
る
。

多
く
の
有
力
ベテ
ラ
ン
議
員
が
引
退
を
表
明

転換期を迎える来年の統一地方選挙転換期を迎える来年の統一地方選挙

暑中御見舞申しあげます 
むし暑い日が続いております。
　　　くれぐれもお身体を大切にお過ごし下さい。

平成18年7月

参議院議員 二之湯　智

中村市議

高山府議

国枝市議 青木市議

酒井府議

今
期
限
り
で
勇
退
を
表
明
し
、

後
進
に
道
を
譲
る
主
な
方
々
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二
ノ
湯
議
員
、

電
子
投
票
を
体
験

総務委員会で5回目の
質問をする二ノ湯議員

ssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss

二ノ湯議員、総務委員会で質問

平
成
16
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
決
算
に
関
し
て

通
常
国
会
の
閉
会
が
差
し
迫
っ
た
6
月
15
日
、

二
ノ
湯
議
員
は
総
務
委
員
会
に
お
い
て
平
成
16
年

度
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
決
算
に
関
す
る
質
問
を
約
30
分
間

行
っ
た
。
今
国
会
で
の
委
員
会
質
問
は
合
計
6

回
。
質
問
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

☆
二
ノ
湯
：
「
爆
笑
オ
ン
エ
ア
バ
ト
ル
」
と
い
う

番
組
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
、
番
組
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
制
作
し
た
会
社
か
ら
280
万
円
を
受
け
取
っ
て

い
た
が
、
口
頭
で
の
注
意
と
い
う
譴け

ん

責せ
き
処
分
と

は
軽
く
な
い
か
？
事
実
関
係
は
？
こ
う
し
た

問
題
に
つ
い
て
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
？

小
野
Ｎ
Ｈ
Ｋ
理
事
：
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
の
構
成
・
監
修

を
上
司
の
許
可
を
得
て
行
っ
た
こ
と
自
体
は
規

律
違
反
で
は
な
い
が
、
報
酬
を
「
交
際
費
」
と

し
て
経
理
処
理
し
た
の
が
不
適
切
で
あ
り
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
処
分
し
た
。
今
後
は
、
疑
念
を

も
た
れ
な
い
適
正
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
ら
、
規
定
の
見
直
し
等
も
し
た
い
。

☆
二
ノ
湯
：
今
、
日
本
中
が
Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
で
盛

り
上
が
っ
て
い
る
が
、
日
本
が
世
界
一
強
い
か
の

よ
う
な
冷
静
さ
を
欠
い
た
報
道
が
気
に
か
か
る
。

ま
た
、
6
月
9
日
19
時
半
か
ら
の
「
Ｗ
杯
開
幕

直
前
！
大
特
集（
い
ざ
！
夢
の
舞
台
へ
）」
と
い

う
番
組
で
、
民
放
を
意
識
し
て
か
、
若
者
迎
合
・

大
衆
迎
合
と
い
う
か
、
お
笑
い
芸
人
の
次
長
課
長

が
珍
説
奇
策
を
披
露
し
て
い
た
が
、
必
然
性
が
感

じ
ら
れ
な
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
る

今
、
む
し
ろ
真
剣
さ
、
真
面
目
さ
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
何
故
そ
う
い
う
こ
と
を
す
る
の
か
？

原
田
放
送
総
局
長
：
開
幕
直
前
と
あ
っ
て
、
サ
ッ

カ
ー
に
馴
染
み
の
な
い
方
に
も
見
て
貰
お
う
と
、

出
演
者
を
解
説
者
と
芸
人
に
し
た
。
放
送
の
あ

り
方
は
、
分
か
り
や
す
く
冷
静
で
あ
る
の
が
重
要

だ
。
そ
う
し
た
放
送
で
、
一
流
の
サ
ッ
カ
ー
の
醍

醐
味
を
堪
能
し
て
頂
き
た
い
。

☆
二
ノ
湯
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
は
各
地
域
の
文
化
の
発
展
に

貢
献
し
て
欲
し
い
が
、
東
京
偏
重
で
は
な
い
か
？

例
え
ば
、
10
年
程
前
大
阪
が
五
輪
誘
致
に
名
乗
り

出
た
際
、
全
国
に
は
殆
ど
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

遅
れ
て
横
浜
が
手
を
挙
げ
る
と
全
国
に
報
道
さ

れ
、「
大
阪
が
後
か
ら
横
浜
の
邪
魔
を
し
て
」
と

受
け
取
ら
れ
た
。
東
京
中
心
の
報
道
だ
け
で
は
、

国
民
に
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
。
ま
た
、
人
事
で

も
東
京
偏
重
で
、
そ
れ
が
エ
リ
ー
ト
意
識
に
つ
な

が
り
、
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
不
祥
事
の

温
床
と
な
る
の
で
は
な
い
か
？
受
信
料
も
徴
収
率

は
東
京
よ
り
地
方
の
方
が
高
い
と
思
う
。
そ
う
し

た
地
域
の
文
化
振
興
の
た
め
に
も
、
地
方
の
こ
と

を
全
国
に
報
道
し
て
ほ
し
い
。

小
野
理
事
：
地
域
の
情
報
や
地
域
文
化
振
興
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
し
て
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。
地
域
か
ら
の
情
報

発
信
に
努
め
て
い
る
し
、
職
員
評
価
に
も
地
域
サ
ー

ビ
ス
へ
の
貢
献
と
い
う
項
目
を
加
え
て
い
る
。
人
事

で
も
、
職
員
の
56
％
は
本
部
以
外
勤
務
で
、
東
京
偏

重
で
は
な
い
と
思
う
が
、
今
後
も
人
事
交
流
な
ど
に

よ
り
、
東
京
中
心
に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
た
い
。

5
月
25
日
の
自
民
党
の
選
挙
制
度
調
査

会（
鳩
山
邦
夫
会
長
）で
、
条
例
に
よ
っ
て
電

子
投
票
を
地
方
選
に
導
入
し
て
い
る
自
治

体
を
対
象
に
、
国
政
選
挙
で
も
導
入
す
る

こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

国
会
議
員
に
も
実
際
に
電
子
投
票
を
体
験

し
て
も
ら
お
う
と
、
5
月
30
日
～
6
月
1

日
、
自
民
党
本
部
の
7
階
に
電
子
投
票
用

機
器
が
設
置
さ
れ
た
。
6
月
1
日
、
二
ノ

湯
議
員
も
電
子
投
票
を
体
験
し
た
。
操
作

の
手
順
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
選
挙

ハ
ガ
キ
に
相
当
す
る
投
票
カ
ー
ド
を
機
器

に
挿
入
す
る
。
す
る
と
、
政
党
を
選
ぶ
画

面
、
も
し
く
は
候
補
者
を
選
ぶ
画
面（
こ
れ

は
選
挙
に
よ
っ
て
違
う
）が
表
示
さ
れ
る
の

で
、
投
票
し
た
い
政
党
や
候
補
者
の
部
分

に
軽
く
触
れ
る
。
す
る
と
、「
投
票
」
す
る

か
否
か
の
最
終
確
認
を
し
て
く
る
。
そ
こ

で
、
も
う
一
度
「
投
票
」
の
文
字
に
触
れ

る
と
、
投
票
完
了
で
あ
る
。
ど
の
候
補
者

に
も
投
票
し
た
く
無
い
時
は
、
白
票
を
投

じ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
導
入
に
際
し

て
は
高
齢
者
が
う
ま
く
使
え
る
か
が
心
配

さ
れ
た
が
、
操
作
は
い
た
っ
て
簡
単
な
た

め
、
今
は
む
し
ろ
好
評
を
得
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
電
子
投
票
が
導
入
さ
れ
る
と
、

機
器
の
購
入
と
い
う
初
期
投
資
は
必
要
な

も
の
の
、
投
開
票
作
業
の
手
間
が
は
ぶ
け

る
た
め
、
将
来
的
に
は
経
費
の
大
幅
な
削

減
が
実
現
す
る
。
ま
た
、
手
書
き
に
よ
っ

て
生
ず
る
無
効
票
も
無
く
な
る
。
画
面
の

四
隅
に
表
示
さ
れ
た
候
補
者
名
に
投
票
が
集
ま
り

や
す
い
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
名
前
の
場
所
を

入
れ
替
え
る
こ
と
も
可
能
で
、
不
公
平
は
無
く
な

る
。
注
意
す
べ
き
は
、
電
子
機
器
特
有
の
故
障
や

誤
作
動
で
あ
る
。
最
近
も
、
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
の

故
障
や
誤
作
動
の
報
道
が
後
を
絶
た
な
い
。
情
報

は
随
時
保
存
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
が
、

ど
ん
な
場
合
に
も
す
ぐ
さ
ま
対
処
で
き
る
備
え
が

絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
電
子
投
票
に
は
肯
定
的
な

意
見
ば
か
り
で
は
な
い
。「
名
前
を
実
際
に
書
い
て

も
ら
う
、
そ
の
た
め
に
き
っ
ち
り
と
地
元
を
歩
く
」

こ
と
が
選
挙
の
基
本
で
あ
る
と
の
意
見
が
、
ベ
テ

ラ
ン
議
員
を
中
心
に
根
強
く
あ
る
。
し
か
し
、
投

票
す
る
側
の
利
便
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
電
子
投
票

の
導
入
も
積
極
的
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
の
際
、
電
子
投
票
の
み
な
ら
ず
、
選
挙
の
あ
り

方
に
つ
い
て
大
い
に
議
論
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
京
都
市
で
は
平
成
16
年
2
月
8
日
に

実
施
さ
れ
た
京
都
市
長
選
挙
で
東
山
区
で
電
子
投

票
を
行
っ
た
。
来
年
の
統
一
地
方
選
挙
に
つ
い
て

は
、
今
後
京
都
府
と
京
都
市
で
協
議
を
行
な
う
が

京
都
府
が
信
頼
性
、
安
定
性
等
の
面
で
実
施
に
踏

み
切
る
結
論
を
出
す
ま
で
に
、
時
間
を
要
す
る
た

め
に
、従
来
通
り
自
書
式
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。電子投票機器で投票を体験する二ノ湯議員
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自
民
党
幼
児
教
育
議
連
、

安
倍
官
房
長
官
に
要
望

骨
太
方
針
二
〇
〇
六
に
幼
児
教
育
の
無
償
化
を

安倍官房長官に決議書を渡す
中曽根弘文会長（その左：二ノ湯議員）

（官房長官応接室にて）

骨
太
方
針
二
〇
〇
六
が
決
定　
参
議
院
自
民
党
、
地
方
の
声
を
盛
り
込
む

二
〇
〇
八
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
サ

ミ
ッ
ト（
主
要
国
首
脳
会
議
）を
関
西
に
誘

致
し
よ
う
と
、
大
阪
も
京
都
も
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
日
本
で
は
今
ま
で
に

東
京
で
3
回
、
二
〇
〇
〇
年
の
26
回
目
の

日
本
で
の
開
催
は
、
沖
縄
、
福
岡
、
宮
崎
県
の
共
同
開

催
地
で
あ
っ
た
。
東
京
以
外
で
の
開
催
と
な
る
と
、
関

西
に
来
る
の
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大

阪
か
京
都
か
と
な
る
と
意
見
が
一
致
し
な
い
。
大
阪
は

日
本
で
二
番
目
の
大
都
市
、
大
阪
こ
そ
と
手
を
挙
げ
れ

ば
、
日
本
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
を
代
表
す
る
都
市
で

あ
る
京
都
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
京
都
が
主
張
す
る
。

大
阪
か
京
都
か
で
、
お
互
い
が
我
を
張
っ
て
譲
り
合
う

気
配
が
な
い
。
あ
げ
く
の
果
て
に
、
太
田
知
事
は
「
京

都
の
意
向
が
よ
く
解
ら
な
い
。
京
の
ぶ
ぶ
漬
け
」
と
非

難
す
れ
ば
、
山
田
知
事
は
「
大
阪
は
タ
コ
焼
き
み
た

い
。
計
画
が
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
」
と
応
酬
す
る
。
関
西

が
束
に
な
っ
て
も
東
京
に
か
な
わ
な
い
の
に
、
足
の

引
っ
張
り
合
い
を
し
て
い
て
は
、
政
府
も
関
西
に
サ

ミ
ッ
ト
を
持
っ
て
来
よ
う
と
い
う
気
に
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
そ
ん
な
関
西
の
不
協
和
音
に
つ
け
込
ん
で
、
新
潟

と
横
浜
が
協
調
し
て
サ
ミ
ッ
ト
を
誘
致
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
活
発
で
あ
る
。
と
ん
び
に
油
揚
げ
と
な
ら
ぬ
よ

う
に
、
先
ず
関
西
で
意
思
統
一
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
ほ
ど
、
府
・
京
都
市
・
商
工
会
議
所
が
中
心
と

な
っ
て
、
サ
ミ
ッ
ト
の
京
都
誘
致
推
進
協
議
会
が
設
立

さ
れ
た
。
こ
の
会
が
強
力
な
推
進
母
体
と
な
っ
て
、
関

西
、
そ
し
て
京
都
で
主
な
会
合
が
開
催
で
き
る
よ
う
に

動
い
て
も
ら
い
た
い
。
東
京
、
大
阪
、
横
浜
は
世
界
の

ど
こ
に
で
も
あ
る
大
都
市
で
あ
る
。
日
本
に
京
都
が

あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
私
と

し
て
は
歴
史
的
京
都
こ
そ
日
本
で
の
開
催
地
に
ふ
さ
わ

し
い
都
市
で
あ
る
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

恒 心

合
計
特
殊
出
生
率
が
1
・
26
人
と
な
り
、
日
本

人
の
人
口
減
少
問
題
は
極
め
て
深
刻
で
あ
る
。
し

か
し
、
子
育
て
に
要
す
る
費
用
は
多
額
と
な
り
、

父
兄
の
経
済
的
負
担
は
大
き
く
、
こ
れ
が
出
産
を

た
め
ら
う
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
自
民
党
は
昨
年

9
月
の
総
選
挙
に
お
い
て
、「
幼
児
教
育
の
重
要

性
と
少
子
化
対
策
」
を
訴
え
、
政
権
公
約
と
し
て

「
幼
児
教
育
の
無
償
化
」
を
掲
げ
た
。
幼
稚
園
、

保
育
所
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
は
、
少
子
化
対
策

と
し
て
国
民
か
ら
の
要
望
が
極
め
て
強
く
、
今
こ

そ
国
家
戦
略
と
し
て
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
の
実

現
を
目
指
す
べ
き
だ
と
し
て
、
自
民
党
の
幼
児
教

育
議
員
連
盟（
会
長
・
中
曽
根
弘
文
参
議
院
議
員
）

は
、「
幼
児
教
育
の
無
償
化
の
推
進
に
関
す
る
決

議
」
を
取
り
ま
と
め
、
去
る
6
月
29
日
、
首
相
官

邸
で
安
倍
内
閣
官
房
長
官
に
決
議
書
を
手
渡
し

た
。
中
曽
根
会
長
は
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改

革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
六（
骨
太
の
方
針

二
〇
〇
六
）」
に
幼
児
教
育
の
無
償
化
を
明
記
す

る
よ
う
に
安
倍
長
官
に
強
く
要
望
し
た
。
議
連
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
も
同
僚
議

員
と
官
邸
を
訪
ね
た
。
翌
6
月
30
日
に
自
民
党
本

部
で
行
わ
れ
た
予
算
等
合
同
会
議
で
議
連
の
有
力

議
員
が
次
々
と
発
言
、
こ
れ
を
受
け
て
中
川
秀
直

政
務
調
査
会
長
は
、「
骨
太
の
方
針
二
〇
〇
六
」

に
「
幼
児
教
育
無
償
化
の
検
討
」
の
文
言
を
盛
り

込
む
よ
う
に
内
閣
府
に
対
し
て
指
示
し
た
。
そ

の
後
、
7
月
4
日
の
同
会
議
で
幼
児
教
育
の
将
来

の
無
償
化
に
つ
い
て
歳
入
改
革
に
あ
わ
せ
て

財
源
、
制
度
等
の
問
題
を
総
合
的
に
検
討
す

る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
最
終
案
が
内
閣
府

か
ら
提
示
さ
れ
、
小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
親

の
念
願
が
よ
う
や
く
一
歩
前
進
す
る
運
び
と

な
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
初
頭
に
国
と
地
方
の
基
礎
的
財
政

収
支（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
）を
確
実
に
黒
字

化
す
る
た
め
に
、
自
民
党
は
「
歳
出
、
歳
入
一
体

改
革
」
に
向
け
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
日
本

の
最
重
要
課
題
で
あ
る
財
政
健
全
化
に
全
力
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
国
会
議
員
の
大

き
な
責
任
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
と
同
様
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
上
と
も
言
わ
れ
る
状
況
に
あ
る
地
方

経
済
や
地
方
財
政
を
直
撃
す
る
こ
と
は
絶
対
に
避

け
る
べ
き
で
あ
る
。
参
院
自
民
党
と
し
て
は
、
地

方
に
格
段
の
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

7
月
7
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
経
済
財
政
運
営
と

構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
六
」（
骨
太

方
針
）の
中
に
、
地
方
財
政
、
公
共
事
業
、
社
会

保
障
等
の
分
野
に
お
い
て
、
地
方
の
立
場
を
十
分

に
反
映
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
。
地
方
6
団
体
か

ら
は
お
お
む
ね
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
主
な
内

容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
法
定
率
を

維
持
し
、
地
方
税
と
合
わ
せ
、
地
方
が
必
要
と

す
る
額
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
た
。

②
公
共
事
業
は
毎
年
3
％
削
減
す
る
と
い
う
案
が

ま
こ
と
し
や
か
に
言
わ
れ
て
い
た
が
、
地
方
の

実
状
を
考
え
、
1
％
程
度
の
削
減
に
と
ど
め
る

こ
と
に
し
た
。

③
地
方
単
独
事
業
は
、
当
初
の
「
地
方
財
政
計

画
ベ
ー
ス
で
3
兆
円
程
度
の
削
減
」
を
削
除
さ

せ
、
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
国
の
公
共
事

業
と
同
様
の
扱
い
と
し
、
一
般
行
政
経

費
は
二
〇
〇
六
年
と
同
程
度
の
水
準
と

し
た
。

④
「
社
会
保
障
」
に
つ
い
て
は
、
通
常
国

会
で
「
医
療
改
革
法
」
が
成
立
し
た
ば

か
り
な
の
で
、
過
去
5
年
間
の
改
革
で

削
減
し
た
1
・
1
兆
円
を
目
標
と
し
て

改
革
努
力
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
し

た
。

⑤
二
〇
一
一
年
度
ま
で
の
今
後
5
年
間
と

な
る
と
、
正
確
な
予
測
は
難
し
く
、
過

去
に
も
予
測
が
は
ず
れ
た
。
今
回
の
取

り
ま
と
め
に
は
、「
定
期
的
に
見
直
し

を
行
う
」
な
ど
、
弾
力
条
項
も
入
れ
、

適
宜
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
に
し
た
。
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・日　　時：7月30日㈰　（小雨決行）
　　　　　　　　　今月は第5日曜日です。お間違えなく。
・出発時刻：午前9時（時間厳守）
・集合場所：�JR保津峡駅（嵯峨野線）
・コース：JR保津峡駅→トロッコ保津峡駅→落合→清滝川沿

い→清滝金鈴橋→鳥居本→二尊院→野々宮神社→京福嵐山
駅解散

● �昨年好評だった保津峡、清滝川沿いを歩きます。木陰が多く、
ほとんど坂道もない、自然豊かなコースです。初めての方も、
お気軽にご参加ください。

● �時刻表JR京都駅→円町駅→花園駅→太秦駅→嵯峨嵐山駅
　　　　AM8：26　　8：36　　8：39　　8：42　　　　8：45
● 代表世話人　北村好司郎　☎075-313-8758
　　　　　　　　　　（当日）090-1140-4964

第161回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

第160回
みんなで歩こう湯歩会（参加者50名）

工事中の第二京阪道路にて

エ
リ
ー
ト
高
校
生
が
放
火
殺
人
を
犯
し
て
し
ま
っ

た
。
父
親
の
過
度
の
期
待
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な

り
、
そ
れ
が
い
つ
し
か
父
親
へ
の
憎
し
み
に
変

わ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
親
へ
の
残
酷
な
復
讐
で

あ
る
。

一
、
日
銀
の
福
井
総
裁
が
村
上
フ
ァ
ン
ド
に
投
資

し
、
多
額
の
配
当
金
を
得
て
い
た
問
題
は
、
大
き

な
政
治
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
辞
め
ろ
、
い
や
辞

め
る
必
要
は
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
ゼ
ロ

金
利
で
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
一
般
庶
民
に
と
っ
て

は
や
り
切
れ
な
い
気
持
が
あ
る
の
も
事
実
。

一
、
北
朝
鮮
が
「
テ
ポ
ド
ン
2
号
」
を
含
む
7
発

の
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
。
核
を
開
発
す
る
、
ミ

サ
イ
ル
を
発
射
す
る
と
言
っ
て
は
国
際
社
会
に
向

け
て
示
威
行
動
を
起
す
の
は
、
ま
る
で
駄
々
子
の

よ
う
で
あ
る
。
北
朝
鮮
に
は
脅
し
に
屈
し
な
い
と

い
う
毅
然
た
る
態
度
が
必
要
で
あ
る
。

一
、
6
月
18
日
で
通
常
国
会
が
閉
会
し
た
。
政
治

家
は
ゴ
ル
フ
と
外
遊
が
好
き
と
見
え
て
盛
ん
に
、

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
外
国
行
き
の
誘
い
が
あ
る
が
、

私
は
全
て
断
っ
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
は
何
回
や
っ
て

も
上
手
く
な
ら
な
い
し
、
外
国
よ
り
も
国
内
で
行

き
た
い
所
が
多
く
あ
る
。

一
、
イ
ラ
ク
の
人
道
復
興
支
援
活
動
に
派
遣
さ
れ

て
い
た
自
衛
隊
が
7
月
末
ま
で
に
撤
退
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。
一
人
の
犠
牲
者
も
な
く
任
務
を
終

え
て
、
無
事
帰
国
で
き
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

一
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
は
イ
タ
リ
ア
が

優
勝
し
た
。
日
本
は
予
選
リ
ー
グ
で
二
敗
一
分
と

惨
敗
し
た
。
三
試
合
の
内
容
を
見
て
い
る
と
、
日

本
は
ま
だ
ま
だ
力
不
足
の
感
が
す
る
。
監
督
の

ジ
ー
コ
に
責
任
を
全
て
負
わ
せ
る
の
は
簡
単
だ

が
、
そ
れ
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
日
本
の
サ
ッ

カ
ー
は
強
く
な
ら
な
い
。
世
界
の
実
力
を
冷
静
に

分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

一
、
誰
が
見
て
も
う
ら
や
む
家
庭
で
悲
劇
が
起
き

た
。
奈
良
県
田
原
本
で
両
親
と
も
医
師
で
あ
る

高日福知山市長より
要望書を受け取る二ノ湯議員

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「え
とす」の発行をはじめ、二ノ湯さとし
の政治活動をご支援いただける会員
を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と
主張にご賛同いただき、ご入会下さ
いますようお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円
入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所
☎075-315-2228

6
月
29
日
、
日
本
下
水
道
協
会
の
京
都
府
支
部

長
を
務
め
て
い
る
、
高
日
音
彦
福
知
山
市
長
が
、

参
議
院
議
員
会
館
の
二
ノ
湯
事
務
所
を
訪
問
し
、

京
都
府
下
の
下
水
道
整
備
の
促
進
を
要
望
し
た
。

下
水
道
は
、
全
国
的
に
中
小
の
市
町
村
を
中
心

に
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、
京
都
府
で
は
、
現
在
で

も
府
民
の
8.6
％
に
当
た
る
約
22
万
人
が
、
水
洗
ト

イ
レ
の
恩
恵
に
与
っ
て
い
な
い
。
最
近
で
は
、
国

も
地
方
も
財
政
が
厳
し
く
、
下
水
道
整
備
が
あ
ま

り
進
ん
で
い
な
い
。

高
日
市
長
は
、「
福
知
山
で
は
、
一
部
が
合
流

式
の
た
め
に
、
大
雨
の
時
、
由
良
川
へ
直
接
汚
水

が
流
れ
て
い
る
。
ま
た
、
下
水
道
す
ら
無
い
と
こ

ろ
に
、
若
い
人
は
住
み
た
が
ら
な
い
」
と
、
下
水

道
の
未
整
備
が
環
境
汚
染
や
過
疎
・
高
齢
化
を
更

に
進
め
る
こ
と
に
懸
念
を
示
し
て
い
た
。

下
水
道
は
、
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
を
保
障
す

る
必
要
最
低
限
の
社
会
基
盤
で
あ
り
、
河
川
を
水

源
と
す
る
公
共
用
水
の
た
め
に
水
質
保
全
は
重
要

で
あ
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ
る
が
、
地

域
間
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
も
、
早
急
に
下
水

道
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

夏まつりのご案内
日時

場所
ホテルグランヴィア京都
（JR京都駅ビル内）
3階宴会場

申込み用紙を同封いたしました。
一人でも多くのご参加をお待ちしております

8月 1日㈫16:00～21:00

二ノ湯さとし京都事務所
TEL 075-315-2228 FAX 075-315-2310

お一人様　5,000円

下
水
道
の
速
や
か
な
整
備
を
要
望

高日福知山市長、
二ノ湯事務所を訪問


